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はじめに 

 

 当法人は、高齢者福祉を中心に活動してきました。ここ近年、認知症に対す

る社会的関心度は高まっています。まずは、認知症を予防する事が大事である

ことは言うまでもありません。しかし、もし自身や家族が認知症になってしま

った場合、どうすればいいんでしょう。認知症になるかならないかは別として

も認知症は、私たち一人一人の身近な問題になってきているのは間違いありま

せん。認知症家族が地域の中で安心して暮らすには、身近な地域の中に理解者・

協力者を確保していく事が大事だと考えています。 

 

そこで今回、27 年度独立行政法人福祉医療機構の助成金を活用し、実行委員

会を設置して認知症家族へのアンケートを基に、理解者・協力者を必要とする

家族の多くいる地域において認知症支援の井戸端カフェを定期的に且つ継続的

に開催いたしました。 

 

 事業におきましては、ほぼ計画通りに実施できましたが、その中でも次年以

降の課題や改善点も抽出出来ました。認知症の問題は、地域を問わず全国的な

課題です。当事業の成果や課題を基に県内各地で同様の取組をされている団体

等の参考になれば幸いです。 

 

 発刊にあたり、当事業の支援をいただきました関係者の皆様に御礼申し上げ

ます。 

 

 

                   特定非営利活動法人 ひばり倶楽部 
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１．取組む事業の現状と課題 

当法人は設立時より、高齢者の生活・生きがい支援事業、高齢者のスタイル

に合った就労支援等を実施している。これらの事業を通じて、高齢者が地域の

中で自分に合ったライフスタイルを見つけ、明るく笑顔なっていく様子を実感

してきているが、参加される高齢者からは友人が認知症になった、家族が認知

症になったなどの意見がよく聞かれるようになった。そういった人に接する中

で次のような課題や意見が聞けた。 

・自身もいつかは認知症になるのではないかとの不安がある。 

・認知症の友人にどう対応したらよいかわからない。 

・母が認知症だが介護する自身も高齢になっていき先行き不安である。 

・一刻も目が離せない為、自分の事が何もできない。 

・妻が認知症と診断されたが、俳諧の症状があり、不安であると同時に地域の

住民に迷惑をかけないか心配だ。 

・近所に認知症を理解している人・支援してくれる人がほとんどいない。 

・単発の啓発セミナーでは地域住民の支援につながらない。 

総じて、家族の中に認知症がいる場合は、ある程度認知症の知識・対応は出来

ているが、身近に認知症がいない場合、ほとんどの人が認知症に対する対応の

仕方がわからない。認知症の人は施設入所者を除き、ほとんどは、住み慣れた

地域で生活する場合が多い。ゆえに近隣住民の認知症に対する知識や理解は必

要であると考えるが、認知症の事を学ぶのは家族・知人等身近な人にそういっ

た症状が出た場合が多いと認識している。同時に日常生活の中で気軽に学べる

場や機会が少ない事も認識している。 
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２．事業概要と事業目標 

事業名  「認知症支援の井戸端カフェ開催」事業 

 

事業概要 

「住み慣れた地域の中で認知症の理解者・支援者が広がらないという現状に

対して、認知症の人や介護をする家族の不安が少しでも軽減」することを目的

に、「介護家族及び地域住民を対象として、認知症の普及・啓発を行い、認知症

理解者や支援者を増やして行く為に、青空の下で気軽に話が出来る移動式認知

症支援カフェを６地区で定期的に開催」をする事業 

 

事業目標 

認知症家族や地域住民が気軽に通える移動式認知症カフェの定期的な開催を

通して、認知症家族 30家族（6地区合計）の住む地域で理解者・支援者を増や

す事を目標にする。 
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３．事業内容と事業結果 

①アンケート調査 

〇 目的・内容 事業を効率よく且つ実施する為に下記の調査を実施 

支援者の要望調査（支援する地域の選定） 

・実施期間  H27年 8月 6日～H27年 8月 18日 

・対象者   認知症の人・介護家族 

・場 所   鹿児島市内（施設・病院等を含む） 

・目標    150家族 

 

〇アンケート回収数 158件（男性 87人 女性 71人） 

 

 

アンケート回答者は 70代 80代の方が多く全体の 85％を占める。 

住まいは病院など施設に住んでいる方が 25％を占め、通いで通所サービスや介

護サービス等を利用している人と合わせ全体の 85％の方が施設等のサービスを

受けている結果となった。 

 

また、認知症の理解度についての質問で、認知症について知っている方は多い

が、症状など詳しく理解している人は少ないという結果がでた。 
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 事業を振り返って 

 

認知症になったら周りがどのように自分や家族に対し関わっていくのか不安

になります。しかし、そのことを誰にも相談できず悩んでいる方を多く見うけ

られます。多くの方は認知症について知っていても、自分とは関わりのない話

であると捉えがちです。そのため、家族（もしくは自分自身）に認知症を患っ

ておられる方とそうでない方とでは大きな溝があるような気がします。 

 

認知症家族の中には、今まで通り地域の中で暮らしていきたいとの想いの方

は多くいらっしゃいますが、地域の人々の支援なくしては難しい問題です。ま

ずは地域内の人に認知症家族の実態を知ってもらうことが必要です。認知症支

援の井戸端カフェを通じ、多くの方に認知症についての理解を深め、地域全体

で認知症の方やその家族を支える第 1歩となったと考えています。 

 

認知症の方が住み慣れた地域で自分らしく暮らせる環境を整備する為にも当

事業を拡大・発展させて実施していく必要があると再確認いたしました。 

 

今後ともご支援・御鞭撻のほどよろしくお願い致します。 

 

                    理事長  假屋 結香 



 

 

  



 

 

  




